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私は中国農学会の繍により躰蚕学会から擬んさ　毛沢東の酬改革によるもので「鰍姻想は鰍醐

れパ幡紺徹継表団の1人として新中国の中を　質力に転じた」と・をそろえ讃えている．故にこのよう

点と線の旅行を・してきた・権団は・獄名与搬瀬　麹会を作。姓義願を繊し雑させること双

二郎姓（団長）秦舗次緒男氏と私それに紅点　・れに國する醐議，資本蟻を絶滅し珍正蟻
秘書上遠娘を加えて5人で・5月18日塒・蚕緯会　醐撃し，自力甦で国を創造しなければならな、、と、、

南万い鎮江・蘇州・上海・杭

州・広州の径路で，蚕糸業に

尽をはじめ，研究所，蚕種製

の本質だといっ。数年前政府

国で，工業はこれを支持する

ものである」といっことにし

＝難巖　万里長城（…）：欝i轍i
関する ｲろいろの鞠観聞し・・月15日夜・多数の方にいたるまで・そ・に必ず宣伝隊がおり，革命宣伝を、、

ぽ猷られて鱒帰国することができた・　　ねて私たちを髄してくれた．なかでも。チ。アづ。
本紙では・熔調査のほん竺一部と品聞・体験・た女韓・飛行場の従類などは，特に外国からの客を前

ま≡命の中の中国の姿を記・てみ・・ミ・も・より盲にして・毛主臨録を・み上げ，酬入りで歌、綱を

竺巨象を評するの類であるの階さん・・も・ている知　行・て革命を讃えるのに｝ま，はじめは随分。。ク，させ

謝上に少しで鯵考になれば幸である・　　　られた．大きな勘，人・の集まる脈．は必ず毛沢東の

農民の声 @　　　　　　大硝像がみられるし，いかなる場所にも大小の肖願
接した多く竺人々や人舩社（・・b1・cc・mm・n・）で　・…一節・・見られ・．・・くつかの革命記念館の案内

の農蹄氏の話を・槻を加えずに総合すれば沖国の　者をはじめ謂究所でも工場，人舩舎でも，男子。

畑7 ｱ％は齪で・この大部分の人は・人民轍　りも好の醐，紹介者が多く，剛の辞、・おわ。、，
（19W9）以削は穂地主の醐・語に絶す・愁な待　まつ註臨垂莱を一緒に触しまし、う，とそ畷負百を

遇を Aっけ濃奴・い嫁畜にもおとる生活であり・年中　摘読する．そして，それぞれの紹介，洲をしながら，

腹を満すことさえできず瞳労嚇月艮・燗ら・い生活仕事詞轍前・・上ヒベて・の。うに発展できたのは，わ

？希竺与えられなかった・それが人民醐により・・れらの偉大な・指導者毛主席の酷・による、結ぶ。と、こ

づ芒物が腹一杯たべられ吐・住も与えられ・基本的人　な・てい・．とに角「語録」・毛主驕歌は基融曜

権力糖鰹こもせ・・ほぼ満されるようになり・併か書と讃類・相当す・．否今，ではそれ以上であろう。

醐力経瀧動の・社会を鹸らの手で作れるようにな勅紅・か不落の太陽・か・・みな毛沢東を象徴化、嬬

ったのは，一つに偉大な世紀の領首，導師，統帥，舵手　　　となっている。
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　大字報　　　　　　 人心の清潔
　大字報とは壁新聞のことである。北京，上海，広州な　　　昔難民区というのがあって戦争中のことでもあり大変

ど大都市ほど物々しく大袈裟に壁新聞が貼られて人目を　　気味悪い思いをして通ったし，何処も安心しては通れな

引いている。北京の大学生（紅衛兵）が昨年の6月初め　　いと思ったことがある。然し今日では人の心も清潔にな

に第1号を出したのがはじまりだという。建物，塀，壁　　　り，道路上で吐疾や手鼻をする人は全くなくなり，盗難

は全面に大字報が貼られ革命中天下御免の評論発表の機　　の心配はなく，ホテルはドアーをあけ放しでもよく，チ

関となっている。道路上に2mもある大字で白くかいた　　ップを貰うのは奴れい的精神として恥としている。同じ

のもある。紙はハトロン紙の様なのが多く，字は大小あ　　団の人でワイシャツ，石鹸，印刷物などおき忘れて来た

るが4απ位で，筆と墨でかいた30枚位連続のものもあっ　　ところ，数日後に，別なホテルへ届けられていて皆で驚

た。2－3日は除かないことになっている。民衆は老若　　いたこともある。妙令の女子も紅，白粉をつけ派手な装

をとわずこれを読んで，論争をはじめ，屡々大辮集，大　　いのものは一人も見られず，地味なブラウスに少しダブ

論争を招くといわれる。　　　　　　　　　　　　　ツイたズボンを着け，スカートは全く見られなかった。

　自然の変貌（緑化）　　　　　　　　　　　　　　　上海や広州ではいくらか個性的な派手な服装があったが

　人が自然を変えることは容易でない事業だと私たちは　　他は革命のユニホームとでもいいたいように階級差がな

考えている。その事業難が1949年以来中国では行なわれ　　　く，男女ともに労働服に近いものを着けていた。大学を

ていた。人民解放前は中国には赤土が多く禿山ばかりで　　　出た若い娘の通訳のC嬢に意見を求めたら「質素は革命

山野には木が無いし，植えても誰かがもって行ってしま　　とは無関係である，派手はブルジョア思想であり，私た

うといわれた。私は25年前にそれを見てきたので，今度　　ちはいやらしいと思っている。大切なのは心の清潔であ

中でも南京の中山陵までのプラタ　　　　歓迎宣伝隊（深せん税関にて）　　　　らいない」というので，もし見つ

ナスのトンネルは印象的なものであった。その外側に幾　　　かったら探してほしいと頼んで来た。約1カ月の間北京

列にも同じ木の若木が育てられてあり，将来の．ために備　　上海，広州その他で数日を過したのに大都市の中で交通

えている。さらに飛行機で広州から北京に，北京から南　　事故も火事も1度も見聞したこともなかった。目本の現

京に・杭州から広州にと飛んだが，殆どの山々は全く緑　　状と比べれば中国は明かに物質文明は低い，何をもって

に覆われており・10～15年位の樹木が多いように見られ　　　日本が文化国家というべきか解らなくなって来た。

た。また耕地整理も予期以上に立派に整備し，地図に画　　　中国の蚕業

いたように大小の運河などあり，水利も発達し，南方の　　　中国の蚕業の技術については9月号蚕糸科学と技術に

米作・北方の麦畑，水田など手入れがよく行届いている　　記すのでここには記さない。然し養蚕業実施は解放前15

という感じをうけた。北京では200鋤余りの京密運河や　　省であったのが今日では殆んど全国の25省に普及してい

水利をたすけ水害を防ぐための大規模な十三陵水庫（大　　　るという事からみても大略その発展振りが予想できる。

貯水池ダム）を見た。これは万里の長城の八達嶺に行く　　いわんや政府がこれを奨励し，人民公社がその優越性を

途中にあるが，中国人は長城を作ったのは皇帝ではなく　　認めているというから今度の進展は注目に値するものが

人民の力と智恵の結集でできたので，協同して，われわ　　　ある。江蘇，湖江等の省の技術は，いくたびも座談会で

れの力と知恵を働かせればダムの構築位は何でもないと　　知ることができたが，目本よりはるかに遅れている。然

いう意気を見せていた。この様にして，山も野も川も道　　し関東省の多化蚕と多回育（年9回）ヒマ蚕業荊桑の密植

も街も公園も，すべて見ちがえるように清潔になり美化　　桑園，養蚕と養魚と栽桑との三者循環農法などは農民の

された。私たちが見た中で一本でも人手にょって傷つけ　　創意工夫といわれ，特徴も多くいろいろの示唆を与えら

られたと思うものは見当らなかった。・　　　　　　　　　れた。（筆者：やまぐち・さだじろう，信大教授繊維学部）
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井出智氏学位を受けらる
片倉入王子研究所の研究員である井出智氏はかねて九　　　であるばかりでなく，桑の栽培，蚕の飼育等の技術およ

桑葉葉質に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片倉工業八王子研究所　井　　出　　　　智

　蚕の生長，発育および健康度の良否に著しい影響を与　　酸加里還元力を増加させ，屈折率を低下させる。

えるものは桑葉葉の質であることは古くから考えられて　　　（4）桑葉中の化学成分含量の変化に対する施肥条件の

いるがっ桑葉々質ないし飼料価値を構成する物質的太態　　影響は，桑樹の生育時期および着生葉位によって明らか

については，この方面の技術的困難もありその解釈には　　に異る。すなわち施肥の影響は，春季桑葉においては発

未だ不明の点が多い。それは主として生葉にょる飼育成　　　芽の初期に少なく，生長につれNとKの作用が大きくな

績と供試桑葉の化学成分含量により，葉質の評価がなさ　　り，秋季桑葉では新条の発芽初期よりNとKの作用が大

れて来たので個々の栄養価の追究に必要な各種要因の均　　きくなり，秋季桑葉では新条の発芽初期よりNとKの作

一化という方法論的問題に阻まれていた。　　　　　　　　用が大きく，Pの作用は梢々遅く現れる。水分の変動に

　著者はこの隆路に対し人工飼料にょるBioassayの方　　はこれを増大させる方向にN，　KおよびNとKが強く働

法を導入することによってこれを打開することを試み，　　き，Pは減少させる方向に作用する。全窒素含量の増大

蚕を対象とした桑葉の飼料価値を無機塩類の面から追究　　　に対してはNとPの作用が大きい。P205含量の増大に

し，桑葉々質は無機塩類を構成する諸成分がK20を軸と　　はPが強く働き，N，Kはこの含量の低下に働く。K20含

して互に均衡のとれた割合で含まれるか否かにょって決　　　量の増大にはK，NとKの交互作用が顕著である。CaOの

定づけられるものであることを，N，　P，　Kの各種肥料　　増大にはP，Kが，MgOのそれにはNとKの作用が強い。

要素の組合せの連用による桑樹の生育相の変化，桑葉圧　　　　㈲　施肥条件によって誘致された桑葉の飼料価値を蚕

搾汁の変化，桑葉中の無機塩類含量の変異，蚕の就眠性　　　の就眠率によって判定すると，蚕の就眠率に影響する施

の比較，桑葉乾燥粉末にょる蚕の人工飼料飼育成績，蚕　　肥条件としては春季桑葉および秋季桑葉を通じN，Nと

の生長に対する桑葉灰化物の飼料的効果，K20塩の人工　　　PとK，　NとPの交互作用が認められ特にNとKの効果

追加試験等の一連の研究によって実験的に証明した。　　　　が顕著である。就眠率を高める桑葉成分としてはK20が

　（1）生育並に桑葉収量等の桑樹の生育相はN，P，K　　あり，この含量の量的維持にはKとNの施肥効果が大き

の施肥の3要素によって影響されるが，KおよびKとN　　い。

の相互作用の影響が特に顕著である。従って収葉量に対　　　⑥　桑葉乾燥粉末加用人工飼料で飼育した場合，蚕の

してさえも偏重の考え方を是正する必要のあることを指　　生長量を支配している桑葉粉末の飼料価値に対しては，

摘した。　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　春季桑葉ではNとK，秋季桑葉はK，NとKの施用が強

　（2）施肥条件は桑樹の溢泌液の成分含量に変化を与え　　　力に影響し，このような桑葉成分ではK20含量が蚕の生

NとKとの施用がNH4－N，　NO3－N含量および比電気　　長量を最も顕著に支配する。

伝導度の高低に反映し，Pの施用はCaO，　Kの施用にM　　　（7）蚕の生長量を指標とした桑葉灰化物の飼料価値は

gOの増減に関係がある。　　　　　　　　　　　　　　　桑樹の生育時期，および着生葉位にょり著しい差異があ

　（3）桑葉圧搾汁に対する施肥条件の影響を見ると，N　　　る。春季桑葉では発芽の初期に高く，新梢の発育に伴い

の施用はPH価，比電気伝導度，　Eh，過マンガン酸加里　　　低下する。秋季桑葉では春刈桑樹および夏刈桑樹共に，

還元力を低下させ，Pは屈折率，過マンガン酸加里還元　　上部葉の灰化物は下部葉のそれより常に飼料価値が高い

力を高め，PH価，比電気伝導度を低下させる。　Kは比電　　が，それも季節により異る。上部葉では6～7月より順

気伝導度に最も大きく作用し，PH価，　Eh，過マンガン　　次高くなり，8月に最高に達し，9月に到れば低下する。
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下部葉では6ぺ7月を最商とし，新梢の生長に伴い低下　　聞一影響は全く同一てある。

し・特に8月を過ぎると急激に低下する。　　　　　　　　　（10）蚕の生長が著しく劣る桑莱灰化物にK20塩を人工

　葉質に対する施肥の効果を桑葉灰化物の飼料価値より　　的に追加することにより，それらの欠陥を完全に補足し

みると・下部葉より上部莱に向って施肥効果が大となり　　得ることを立証した。　　　，

N・PとK・NとPとKの施肥効果があるが，特にK，　　　如上の知見は，良質の桑莱の生産を目標とする桑樹栽

KとNの交互作用が強く働き，灰化物の飼料価値は桑葉　　培技術上に対し準縄を与え，並に良質の茶の人二1二飼料の

中のK20含鍛に著しく支配される。　　　　　　　　　　　作製上の基準を確立する上に寄与するものと思われる。

　（8）蚕の生長量と桑葉灰化物中のP205，　K20の含量　　　附記　本研究の遂行並に取纏めにあたり懇切なる指蝉

と正の相関を・CaO・MgOのそれとは負の相関を示す。　　を賜った九州大学教授筑紫糠生博士，阿久根了縛」∫，鮎

また灰化物中の各塩類の最適含量はK201100，　P206：　　沢啓央博士，信州大学教授田口亮平博士，農林蚕試伊膝

15，CaO　l　50，MgO：15であり，K20を軸として諸成分の　　智夫博士，援助を与えられた片倉こ〔業八ll三子▲研1究所長太

均衡が桑葉灰化物の飼料価値にとって極め璽要である。　　田安澄博士並に研究室の各位に厚くお礼申し上げる。

　⑨　桑品種が異っても施肥条件が桑蔀の飼料価値に及　　　　　　　　　　　　　　（筆者：いでさとし，寮35回）

蚕繭の製糸過程による性状変化並びに

生糸の”Bulkiness”増加に関する研究

一白井美明氏（糸21回）学位論文紹介一

　本学白井美明助教授は東京農業大学より表記論文に対　　よび繭糸のクリンプの熱圃鑓度を測定し，剥離張力は乾

して昭和42年3月20周付をもって栄ある操学博士の学位　　　燥によって約0．05～0．159を示すようになっており，繭

を受けられた・　　　　　　　　　　糸のクリンヅは糸樹c対して絢o緋雌を示すが，その
　近年一般工業技術の飛躍的進歩発展にともない，製糸　　熱圃定度は微弱であることをみとめている。

技術も著しい変革をとげつつある。従来より製糸工業は　　　第3章では乾燥過程で受ける繭の性状変化を，煮繭に

その取扱いの対象である原料繭が生物の所産であるため　　対する抵抗性で示し，繭摺吸湿度は乾燥によって平衡合

に系統的技術の確立をはば樋大瓢因を内蔵してお　水率で約o．5繊少し，吸湿による酬軟化繊は荷重

り，今日自動化の普及発展にともない，ますますその根　　　によるたわみ澱で示し，0．4～0．8㎜／傾η縄度増加する

本的打開策が強く要望されるに至っている。　　　　　　　こと，また繭層の熱水透過性は乾燥により増加し，通水

　本論文は，この要望にこたえるべく多年研究された努　　蹴の経時変化は乾燥で与えられた繭糸軸に鹿角及び平行

、力の繍であり・その絶とすると・ろ｝ま品来繭は家　の醐向への滲灘度亥・何で繍さ綱ことを鵬別・

蚕の踊体保護を目的としてつくられたものであることを　　　している。

嚇の根本理念とされていることで・蚕繭の製糸過級　　第輔では，繰綱即ζよる繭糸の性状変倣生糸の

よる性状の変遷過程を乾燥一一煮繭一揚返し等，一連の関　　Bulkinessで表示し，その応用研究として，生糸のBulk

連工程を通じて時間的経過を含めて解析検討されている　　ineSS増加法および繭の被繰糸性の増進法を究明してい

．点である。また一方，これらの研究成果を基本として，　　　る゜

製糸の三要素（能率・品質・歩留り）を支配する基本的　　　第5章では，揚返し過程と生糸の晶質，とくにBulki

澗題として，繭糸の繰解，集束機構の解明とともに，繭　　nessとの関係を研究し，生糸のBulkinessは揚返し過程

糸の集束時に加える機械的操作法に独創的新機軸を打出　　で殆んど変化しないことを明らかにしている。

され・生糸のBulkiness増加法および被繰糸性を増すた　　　なお以上の研究成果をまとめて，生糸のBulkiness主

めの永申走行操作法等を考案，すでに現場第1線にその　　として集束前の繭糸への張力振動の増加たよってえられ

一部は普及されつつある。　　　　　　　　　　　　　　また繭糸の被繰糸性を増加させるための方法として，集

　論3セは5章からなり，要約すれば次のようである。　　　束前の繭糸の水中走行操作法により著しい効果をこ、げら

　第1章では乾燥過程における繭の形態的変化並びに繭　　れると結論している。白井先生のつねに独創的なアィデ

層の水蒸気透過性の経時変化を明らかにし，その後のプ　　アとたゆまざる御努力によって益々御発展あらんことを

戸セスにおける処理の難易との関係を追求されている。　　期待しズやみません。

　第2章では乾燥過程に基因する繭糸の剥離張力変化お　　　　　　　（文責：信大繊維学部繊維機械学部，青沼茂）
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　昭綱o鞭上醐繍学振興会融助成・、成果報告、　以上のように掲薄切片瀧よる肝顕微錨納鵬では

　　　緻の臓形成に関する　　禦；1罐二，＝驚㌘；㌶：
　　　　　　　　　　　電子顕微鏡的研究，　なる線とな。た。

　　　　　　　　　　　　　　　　松崎守夫　　このように，蜘椥こよるこれまでの糠結果珊顕

　家蚕卵の卵殻については古くから多くの業績があるが　　像による私の観察結果との間に大きな遼いがあることが

一その中で注日されるのは，∬】∫田（1940），Wigglesworth　　判った。なお本研究の要旨は日本動物学会東北支部19回

・and　Beament（1950）および赤井（195t，1958）らの　　大会（1966・10・15，仙台）1こおいて発表した。

報告であろう。　　　　　．　　　　　　　　　　　　　（錐者：まつざき・もりお，福島大学教育学部講師，農5）

　これらの人々の報告で一致した点は・卵殻断而の構造　　　ノ昭和40年度上田繊維科学振興会研究助成．成果報告，

麗三驚蒜霊㌶震㌶二㌶　植励ンの研究綱・植物ガンを
不明の点も多く残されている」：うに思われる。　　　　　誘発する吻㍗obα6伽鋤？パ㈱θμoZθ棚の

　このようなことから私は，卵殻形成の過程と完成した　　　　　　　電子顕微鏡的観察

5暇の構造について電子剛蹴を用いて観察を行魂。　　　　　　　　　西沢良一・
以下はその結果の概要である。　　　　　　　　　　　　　　植物の病害に植物ガンといわれている根頭ガン腫病cr

　材料と方法：観察に用いた蚕品種は，日124×支124お　　own　gaUがある。本病はAgrobacterium　tumefaciens

よび支124で，これらの老熟踊から得た材料を常拡に従　　　Connという細1賓による一種の細菌病であり，最初の発見

って樹脂に包埋して超薄’切片としたものを日立HU－11　　者はSmith　and　Townselld（1907）である。本邦のみ

型電子顕微鏡で観察した。　　　　　　　　　　　　　　　ならず世界各国に発生し，庫子葉植物以外のあらゆる植

　略結果・卵母細胞の獅が｝蓮んで蛋白性搬の形成　物を鶴する瓢な糖で，ナシ，リンゴ，スモ蹄の

が終りに近くなると，包卵皮膜と接している卵母ホ田胞の　　果樹園では往々甚大な被害を坐ずる。

表層に卵黄膜が形成される。これに続いて卵殻内層部が　　　本病が植物ガンであるか否かの論争は長いこど続いた

・約0．7μの厚さにつくられるが，その形成様式は，まず卵　　が，これを実6正したのはBrounである。彼は（1943～47）

慨細胞に接している包卵皮膜の細胞の細胞表層カヌ柔突超　　耐熱性植物を用いて，菌を接磁後数日適温（26°C内部）

様（microv｛11i）構造にi変化し・そこを通してリボソー　　　に保ち，寄主組織内に充分細菌を増殖させた後更に商温

ムを主体とする前躯物質が分泌きれてっくられる。この　　に保って組織内の菌を殺してもなおga11の発生を確認し

ようにしでできた内層部は多孔性であっていわゆる海綿　　て以来植物ガンといわれるようになった。しかし未だそ

状構造で・wi991esworthらが記述している最内層にあ　　の発ガン機構は解決されていない。本病の罹病組織は自

“たる。　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　、　　律的無制限増殖をなし，なお転移する等人類のガンに極

拠’で申層部さらに醐馴力弐形成される・この醐　めて類以しているため緬酬でも頓に関心疏かまっ

の包卵細胞では粗面小胞休とゴルヂ体の増殖が著しくな　　てきた。

り・ゴルヂ域には電子密度が高い分泌果繊移数出現す　　奎賭は本病に興味を感じ昭和30年以来，菌の純粋分離

るが，これと同様の分泌果粒は形成途上の卵殻に接する　　法，人工発ガン法，菌の接種による発ガン症状の生態観

細胞表層にも多く観察される。これらのことから卵殻中　　察，生長に伴う形態的変異の追求，Ga11の病理解剖，発

層部と外層部（特に前者）は，包卵細胞のゴルヂ域で分　　　ガン因子が菌体内か菌休外かの究明，分離菌4系統の生

’泌された卵殻前躯物質がその後細胞表層と移動していき　　化学試験，血清学的研究（抗原分析）等を実施してきた。

課i突起様構造を通る際にいったん分解されて細胞の外に　　　このたび幸い本会助成金の援助をうけたので，従来の

排出され・そこで蜘OA°の微細な綱酬造に舗さ　研究を雌するとともに・本菌と珊細菌の酬構造の

：れて規則的に配列集積してつくられるように思われる。’　　異同，本菌の生活史を考察した。ここには電子顕微鏡研

完成した中層部は約10μの厚さをもち，それらが30～35　　究の一部を報告する。　　　　　　　　　　　’

列の縞状構造をしめす。また外層部は約5μの厚さがあ　　　供試菌は1958年本邦産のSedumに発生したgaI1から

っ、て，約30列の縞状構造としてみられる。なお卵殻表面　　分離し，ブイヨン寒天培地にbiot三n，tryptophanを微量

・にみられる卵紋の溝条は・町田や赤井が記述しているよ・　添加したものを培地とした。培養時間は24時聞である。

うな・包卵細胞に生じた塊状物質の堆積による凹凸では　　2，％KMπ04水溶液申で2・時間固定，超薄切片として電

：な．く，包卵細胞の緻密な分泌機能によるものであろう。　　子顕微鏡で観察した。
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輔はべん毛を有し，細胞膜．蹄1聰質膜ともに2層か　会員《紙にホ耽する次第である・

らなり，若い綱の細顧財きさ15卿内外の均縣　その研究酪の鮨｝瓢のようである・（岬㈱

粒㌶≧蕊；，胞蛭の発育段糎，。卿　産㈱・おける無機物酬および

にも著るしい変化を生じる。Gh°st化すると細胞質膜は　　　　可］肖化養分量に関する研究（要旨）

細胞膜から分離し・いわゆる原形質分離を生ずる・　　　　　農林省畜放i試駒場窪田大作
　細胞質内に稀れに電子密度の高い大きさ約50物μ程度，

の畑果粒の外に逆に低い空胞様の果粒も禍肺た．　従網産卵災1きにつじ噸轍物の代1‖麟嚇ることは

果してこれが・卿励碗・粥や…鋼4鋤吻・砿ど　きわめて困鞭あるとされてし’た・
の蹴中｝，みられるV。1。ti。、…u1・・で・・1・ph・・ph…　最近’淋らが人工｝1・〔隅5卿1鵬より・そ剛1…llll・据

9，。。。1。、と卵のもの踏　包脚果粒は強・・16酬に玄尿の分｝‖　に∫鋤したので・d・酬肌て｛納に」31戊‘る

よって容易に空胞化され易いというその産物であるか否　　無機物の代謝を究明しようとした・

かは判定しがたい．しカ・磁長段1　絨ぱ側1伽・ろい　カルシウムおよびリ川こ帆・ては，醐｝中の7轍嫌

ろ鯛子によって細酬が不均至靴し欲第に類して　え噛元期間の踊轍‖鮭鍬珂間の嚥試騒灸粒行ない・］1三

ゆくことは擬である。働銭灘むに伴い代酬酬　’ll痴剛と卯殻の頗綱寺し・辮蹄脚iかバランス
の結果，原形質の実質は消任し細胞質内1こは大小いろい　　が士0に近くなるような要求二t［は，カルシウム：2．75％

ろな形の粒状の塊りとなりその各々の】泣槻の間に醐　 リン・0・75％（S剛いでは0・6％）とな・・た・ついで・

に細い糸状鞭で互に連らな・て全1社レては不規律な　ご牙・らの産卵鶏に人却1［門をつけ・淵網籾随1欄し

網状を紺ように嫡．靴すると｛盤か酬休の醐或　だも・）（馴綱o～80％）につい“こ糞蹄州靴て制

噺鵬膜の側辺にi醐麟8として｛離し酬納は殆んど　詣℃腱行なった・一般に鵡の｛木内にはか肋多1蜘力

透明域となり最後は細胞膜のみが残骸として僅かに名残　　　ルシウムおよびリンが描租されており，カルシラムが不

りをとどめるに過ぎない。核はDNAからなり細胞質内　　足するような場合には骨中カルシウノ・を利用して卵坐産

熾胞ているので蹴核ともよばれているが，空胞状　をつづ｝ナるからこの際には榊力・・パムの禾鋤鋤

の核内にはあたかもクモの糸のような極めて微細な繊維　　　きる。この際，カルシウムと伺時にWから離れたリンは

状のDNA蹴がみとめられた．現在の所臓膜と仁と　すみやかに尿中｝こ排泄されるから・齢斗中のカルシゥム

の存在はみとめられていないが，一般高等植物の細胞に　　が不足して骨中カルシウムの移動ハ生が多けれぱ，これに

比し・磁納にはその構趨ま同コである。しかし，sli鵬　とも加・て尿中に卵11されるリン遼も多くなってくるこ

1ayer及びべん毛が存在する点，核膜，仁が確認されな　　　とが考えられる。そこで・飢料中のカルシグムおよびり

い点，分散核である鰍は特異である。　　　　ン含髄変えて代言撚髄行ない・尿中リン銅蹴が涕泣

（筆者：にしざわ・りよういち，大阪府立生野商校，蚕21）　　小になるような条件の要求星を検討した結果，カルシゥ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム：3．0％，リン：0．7％となってII］納試験および，飼養試
　　窪田夫作氏の後藤養鶏学術契励賞受賞　，　験の結果と大差がないことになった。

　窪田氏は母校旧制繊綱繍梛1回の卒業生で，卒業　　N吐Kについて｝ま汕納試騨を行なって・その醐l」

以来農林省畜産試験場の化学部門で，家畜飼料の試験研　　成綴と排泄量からNαの最小要求量を求め○これより食

究，特に鶏の栄養，飼料に関する研究に従事して来られ　　　塩としての要求童を明らかにした。また，Kは慣月描り料

た・洞氏は麟とは詮くとい瀦・・までも，毛色嘩　中に不肘るようなこと願いことを認めた・

った方面に進み，当初は大分とまどったようであるが，，　　　次に・飼養標準を活用するにあたって・配合飼料を構

研究先躍の見落した問題を見出して，ζの研究に20年着　　成する個々の単味飼料の養分量より，それらの配合割合

々と業績を積んで来られたのである。：　　　　　　．　を決定するのが普通である。ところが，家畜の種類にょ

　、この業績が斯界で認めれら，去る5月13日に第7回後　　　っては・飼料中の可消化養分より’・計算によって求めた

藤養鶏学術奨励賞を受賞された。同蜘ま毎年家禽の栄養　配合飼料の可消化養分量と実測値とは必ずしも一致しな

飼料，繁殖，育種の3部門でそれぞれ1名に出されてい　　い’場合が少なくない。よってジこのような計算値が炎測、

て同氏はこの栄養，飼料部門で「産卵鶏におしナる無機物　　値と一致することを確認するCとはきわめて重要なこと

代謝および可消化養分量に関する研究」で受賞された。　　である。従来の消化試験法によると，尿の窒索翻誠分

　、当人の栄苔はもとよりであるが，繊維農業科を育てた　　の相対比が一定であると仮定しているため・蛋白質の消

　1人として誠に喜ばしく，同氏に敬意を表するとともに　　化率の信頼性に疑問があった。そこで人工肛門手術鶏を・
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用いて・直接糞を採取して消化率を求める方法により，　　んとは殆んど口をきいた事さえなく，運動会の各科対抗

わが国で慣用されている主要な飼料約30点について可消　　　リレーの選弓三になった野口さんを覚えている位である。

化養分を実測し・それらの単味飼料を配合した飼料につ　　卒業後僕は判瞭川県の紡績工場へ勤務したので野口さん

“いて・個々の構成飼料から計算によって求めたDCPお　　の母校へ勤務する“ll：になった事も知るや知らずで交遊も

よびTDN含量と・配合飼料について実∬‖したDCPお　　起らなかった。それが野口さんと深い関係が生じたのは

よびTDN含亙との聞の関係について検討した結果・そ　　僕が母校へ舞い戻ってからである。当時野口さんは未だ

’の両者の闇には有憲差は認められず・個々の飼料の成分　　　独身生活で厩裏の赤地さんという家に下宿されていたが

謹より・計算によって配合飼料の成分仕を求めうること　　指樽や援助を受けるためにせっせと通ったものである。

・を明らかにした7。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口さんの独身生活は長く随分花嫁候補者の名があがり

　　　　野・さんを送る　㌶ξ艦灘‡：㌶㌶㌶巖
　　　　　　　　　　　　　　　　香山清和　厩喪へ繍剛た焼のである．その繍へも盛んにお
　野口さんが功なり名遂げて母佼教授を停年退職さ9百上　　邪魔をし新婚の楽しい夢を乱したものである。

i田を離れら煉事について最も淋しさを感じているのは　働・鰍へ勤め始蹴蹴酬科酩i撫就あ剖
僕であると確信している。野に1さんが辞められる事は何　　知られて居らず，人乎も現在のように不足していなかっ

も突然顯ではなく既定の到瑛であ・たが・それが実際　たので生徒の就1胱には相蝸が折れた．それ｝謝し岡科

に起るまでは実感がわかなかった。それが4戊］3日ノF前　　長は殆んど手を山さず一切を野口さんに託され僕もその

lo時12分，野口さんご夫蜜を上田駅頭に送り固｛が駅を　　仕事の1部を乎伝オ⊃された。野口さんは関西方苗，僕は

1離れた時・始めて別れたのだなと思い・その後信大を訪　　閲東力而と分但を分けて廻った事を党えている。

れて淋しさを強く感じた・信対よ建物が新しく畔クリ　跡糠｝却分の好む越味を他人剛捌圏甲付ける癖が

’一 g建になり，親しかった人もだんだん消え去って年毎　　あり，それをやらないと勤めにも影恕㌃ると考え庭球，

に親しみが淋勧つっあるカミ今迄は野・さんによ岐　尺ノV・剣道などを好き嫌いにかか9・らずや臆られた訳

えられていた・その大きい棒が珂亘り去ら畑鮒く勘がな　である。尺八↓翻水鍵先生魂球は岡じく清水先生／

くなったという感じてある・この頃研修センターの事で　　小林間一さんと云うような名人がおり野ロさんは剣道こ

盛んに信大に通っているが用件を済ませ・ついふらふら　　そ選手並であったが他はお世辞にもうまいとは云えなか

と繊維工学科の方へ歩を進め「ああ野口さんはいないの　　った。僕も不器用だが野口さんもその方らしい。尺八は

だ」と気が付さ歩を返す始宋である。大分減って来たと　　野口さんと一緒に馬場町の師匠の処へ教わりに行ったり

ぱ云え未だ何人も知人があり・叉新しい用事のある人が　　心臓強く3曲合奏もやった。尺八はそれでも僕よりはい

日来て居り大して不自由とは思っていないが野口さんの　　くらかうまかったようだと先翠の顔を立てておく事にす

いなくなった信大は何かポッカリ穴があいたような気か　　る。庭球は僕も共に割合に熱心にやり組んでおこがまし

する・硬野・・さんを訪れて何んの轍ねもな偲う事　くも敵・・｝帆鋤，鞭購蹴鵠でや・た。

：を何んでも話し合ったあの頃を思い出し，たまらく淋し　　　野rlさんは早くから生徒の就職斡旋の仕事をやった事

くなる・そんな気持に浸りながら上田における蜘さん　を述べたが・それ以外｝鋼科長は外部との交渉鯉も手

の事共を思い出すままに書いて見ようと思う。　　　　　　を出されなかったので野口さんがやり時々僕が手伝うと

　野口さんは松本一中（現在松本深志商校）の出身で，　　いう形になった。又千曲会方面でも若くして紡織科を代

1大正12年母校絹糸紡績科卒・つまり僕より1年先輩であ　　表して力強い他の回に立向う形となった。野ロさんは天

・る。当時松本一中はなぜか本校に関心が深く地元の上田　　性でもこう云う面に優れた能力があった上に環境上から

韓の入糖の多いのは当然であるカ・次で松本中が多　更蹴練されたようである．研究｝。聡しなけれ願ら

か・たのは不嚥であ・た・然も∂射‖旺いで蜘さんも　な端嚇代をオ脳鞠に奪われ田にな・たよりHにな

勿論そのはであ・た・馳さん駄校卒業後聯聯　。た加多かっ蛾と思う．その線野。さん酬謙

大聖寺工場に勤務されたが病気で退職され，療養生活後　　富み常に1家言を持ち弁説も巧みに説得力に富み進むべ

榊生縮査所働継れ蜘㈱校の変動により招か　証い・方向を示す人とな。た．然し一方そうし相信

痂醐と勤務きれるようになり酬d年近く教授としからやり込めなくてもよ・溺でやり込めて思杣敵を

’て勤務され云わば紡織科育ての親である。　　　　　　　　作った事もあったようである。叉一度云い出したら種々

　野口さんと僕との関係は僕が自宅からの通学であった　　理屈をつけて後に引かない事にもなった。僕ももう少し

上に社交性が少なかったので学生時代は1年上の野口さ　　云い度いと思った事でもその勢いに押され目上の顔を立
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㌶麟㌶驚㌫蕊：灌瓢　 鵠離君の死を悼む
時の間にか野・さん中心｛こなり話しているのは野・さん　　　　　　　　宮城　博
で其の他はご高説拝聴という形になっていた。この座談

上手噸に1酉が入ると酬さ〕・酷くなる．蜘さんは　突然矧良㈱（蚕13）が5月191：1触された・酬乏

酒猷働であ。たようだ．それ端んに酷で齢さ　に接し・初し［1醐を思いだ昨まに肌て見ξ5謂

れたようだ．そんなに多く蹄という訳・C醜いが蛸　畷酬・醐休の賠瀬いとは鍋・なか・た・勅達

剛きのようであ。た．と語ても酒丹1蠕で唄う珊ると　者で駄いが1胸鋤をくれたの剛の処・：・縮がない

け訳ではなく酉酬る・つえ・舌の回転がい…よよく、のでどんなだろうかと心配していた・郷泌燃か

鋤大、、閲じ立てるのである．そ才・瑚・常剛白く酒　ら肌く剛の3輔は酬を募じにした心砿だヴ・た・

融畑。賑。たものである。　　　　学校を出てから醐購1垂1に赴個・轍の螂・願
蜘さんは酬会理帳をヨ明‖卿られた．これ酬　種製糊了の酬iとして外地て滴田さ酬鋤；轍繊さ

。さんがこういう噺畷も適している障示すもので　れた・li蝦は引揚げて来られたカ9・当1卵適・1伽醐も

ある．その反面他人のや郷が気｝・入らづ鯛分ぱで　なく3人齢息と奥根で淵鰯繊紗た・今融活

や。てしまう嫌いぱあ。たが歴代の理事副1期焔で　の耐¢・苦しみをしたことのない殺して『献変だ・た

あると確信する．この選任の麟脚ま選糎員の杁と　ろう・そ・・折おコ1：蹴胎武残紗た人批〕肋うと

して始嚇沢理縦説が棚培たのをご太人醐辮　綱合・たのだ・た吟は亡紅綱銅部∫に鰍い
退さ糠ので蜘さんを強鱗して矧したのである・囁㈱・採月］して貰蜘君に賭醐1二の人生へ咄

、この結果紬鋼o儲返り1災御蹴した酬会駄　獅・た謂は脚た働の蹴だ・たか噛棚撒
いに難しあの剛‘な5咽塙己鍵鍋部に謎帥　繊した・勿繍の脚がスムースに迎潔株蜘には
た．野。さんを咽帳熾し熾任上齢の頭鵬綱　友’　・醜レ’幡獅あ・民と観逃すことはト昧ない

遅な、、くせに大いに袖会に協戊コ備の殿鋤たが　颯は搬さんの螢を伽て溺在の職き長野酬虻

そ繊齢つきとなり現在も刊会と｝ま綴切品いで所の諭から設立までの酬をし・万端Hi触くギ把

W。　　、　　　　　　　今日の製造醐輝された・これは蹴峨した共な
蜘さんとの交際は僕力洲｛1へ行き・珊疎遠にな・　倒である・その歓獅灘所瞳ぜられ魂駕酬仔

たが，その間にも野口さんは中国視察の途次立寄って頂　　正一所長を扶け，昭栄蚕種の成果を挙げ，福島蚕種製造．

いた。昭和28年に僕が上海から帰国した時，野口さんは　　所長に栄転された。その頃から元㌃は高血1王に悩まさ牙玩

盲蹴卵ヒし姓の間を繊し柵られたが剛なく　一ロ綱哨悪いような㊥剛様からあ・て・酬・た

臓訓日に胤て顧睡なられた．そし磯の鰍．，が・その後髄も順調で元気にな・た・私欄蝸互に

について林さんと非大いにお手搬煩した．期御　多忙のままそ2礼から疎遠であった・別端より1・2年・

国で苦労を共乱嬉が概畷澱貰・たのであるが先に隣にな・た・私も停年にな剛間的にも余裕醐

その世話は山麟さん毎。ぴ年が若いからとて継　来たから遊び疎るよう峨嚇・たが・どうも躰に

さ剛人は卿さんご夫繍口頂いた．夫鰍1特　自信がないと云うて来勢なか・た・4・5轍か珊・・

必のでその資格紛と云う諏ある．烈乍年は交通事うが君の所を訪ね剛・奥様は留守だ・た謂と令息と

故畔輪入院生瀦送。た．初酬まご夫婦働かに　2人で居らw男世榊所で蛾お世話になり・いろい

鑓親雛賜りどの位嬉しか。たカ・訳らない。　　ろ蝉をしひそれ柳との疏碗後に加た・あの

鵬さん加よいよ上晒劫れる日施くな。嫌1時は大縮気だ・嫡縮鑓つけようと約し酬｝・た．

蜘の送賑ではどうしても鵬りなレ・思いがし，別所　それからは耐の樋程度で過ぎた・3年前だ・筋う

温繭条欄で弍蹴入ら朔餓りを1枇だ訳で・・武檎濾逝され・制式の際は私が繍中だ・た

ある．蜘さんは雛鵬疏て綱された鯛好痘ため式には出られなカ“・た縞賦麟列され・その模
期大学の主任教斑して縮の鱈嚇けられている。　様を詳細蜘らせてくれた・・その鞠ミ過された地の

赴任されて9日目に自宅から電話を頂きご両人の懐しい’ @捗さを泌み泌みと痛感する・告別式にも出られないで串

声を聞いた．M氏が「蜘さんi諾・・娘の縮をや。て　訳なく駆ている・謹んで獅艦の御酬を祈り・哀

若遊事だちう」と云。てV・たと聞いたカ×い曙返。　悼の誠を掴ずます・（6・30）

てバリバリ働いて下さい。

　　　　　　　　　　（筆者：かやま・きよかず，紡3）　　　　　　　　　　　　　（筆者：みやぎ・ひろし，憩3＞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月14日の葬儀は盛大を極め，県知事をはじめ各関係
　　小林孝平君（化2回）の逝去を悼む　　　より贈られた数々の花輪の下をくぐる会葬者は有｝こ数百

　　　　　　　　　　　　　　　窪田作水　 名を越えました。恩師会田先生，県農業試験場長をはじ

　小林君は43才の若さをもって幽明境を異にしてあの世　　　め繊化二回生代表萩原秀治君の弔辞は何れも彼の生前を

へ旅立ってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　彷彿させるものばかりで弔問参会者の涙を誘わずにはお

に入院，精密検査の結果悪性の胃潰瘍ということで即刻　　何くれとなく御高配を戴いた北条箭正先生（化1回），

手術，事後療養に専念された所，一時小康を得られ，3　　同僚飯田一郎氏（化3回）の姿をみて，同窓同科に繁る

月末，一度退院されたのであります。しかるにその後，　　真情の深さに心うたれるものを感じたのであります。

腹背部，腰部における疹痛が次第に劇しくなり再度，日　　　しかしながら御遺族は年老いた御両親，御令閏光子様

赤に入院されたのですが，今にして思えば，既にこの時　　長男孝俊君（15才，上田高校1年在学），次男孝弘君（12

癌細胞が40代の若い君の体内を激しい勢で蝕ぱんでいた　　才，上田市立二中1年生）にて，忽然として一家の主柱

のであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を失われた御遺族の御悲歎をお察しすると共に残された

　御家族はじめ御近親の手厚い看護も又医局の近代的な　　遺児お二人の今後を胸痛めることなしに考えることはで

治療も遂にむなしく，6月1旧，日赤長野支部病院特別　　　きません。

室において君は若きその生涯をとじてしまった。　　　　地元同期生としては県農業試験場関係とも相計り，近

　君はまさに頑健であった。その君が遂に，人生朝露の　　々遺児育英資金集募の計画もあり，その節は関係各位の

如しとか，まさにその感を今更ながら深くすると共に，　　御同情ある御力添えを賜りたくお願い申し上げる次第で

繊化二回生の一名を失ってしまったことを残念至極に存　　あります。

ずるものであります。繊化二回生は昭和18年戦時学徒動　　　彼の墓は上田市郊外太郎山山麓秋和磯泉の左上丘陵地

員令により半年繰り上げの10月卒業で，就職もそこそこ　　に在ります。真新しい墓標の下で彼は永遠に眠っていま

大多数憶年内に軍隊の営門をくぐったのであります。小　　　す。

生は奇しくも小林君と同日同列車で群馬県沼田市に在っ　　　彼を愛する友よ，人生の旅すがら上田へ寄行する機会

た東部軍直轄の迫撃砲連隊に入隊し，その後渡満，牡丹　　　あらば，是非彼の墓前に参じ一片の香華をたむけられん

江市に在った迫撃隊で初年兵教育をうけたのでありまし　　ことを。

たが，その間，殆んどベットを隣りにしており，あの苦　　　　　（筆者：くぼた・さくみ，長野県繊繊工業試験場）

しかった軍隊生活を，むしろ楽しげに懸命軍務に励んで

いた当時の元気な君の姿が日毎，思い出されて仕方がな

い三戦の翌年沖支。，復員、れた臓庭（上肺秋　　事務用品　・

和692番地）の御事情もあり一度就職された鐘ケ淵紡績

防府工場を退職され，母校繊維化学科大平研究室で副手

二遥慧蕊麓竺篇驚魏；麟：　　堀　内　紙　店　／
農業試験場東部畑作試験地の前身で農林省特殊作物研究

所に就職され，現在まで，県職員として同所で，県特産

農作物の裁培管理技術の研究指導に没頭され，その手腕

は試験場のみならず関係業界よりも高く評価されておら　　　　上田市海野町

れたのであります・県，業界も誠に惜しみても余りある　　　　電話（2）0848

人物を失っってしまったものであります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　たが，全学生は3．000名近いという。　公民館はないか。もしあれば泊めても

　　　　　　　　　　　　　　　　　ところで我々は2晩位，学坐寮に泊め　らいたいのだが」と忙しそうに砂糖キ

沖縄のスケッチ　　　てもらおうと彫て寮の事縫へ嶋ピ酬入瀦してV田毘家のがさん

　　　　　　　（繊警｜・年・㌶㌫㌶《‡：隠㌫㌫慧慧：篇

基地と姫酷の塔と酬キビの島一と言却潴のオジさんの話・そこをり・一一晩厄介に脳こと駄辻・そ

沖縄。　　　　　　一つ何とか舶で辿いからと料i・でした賦のがさん順思鴫のか赤
半年前から計画して来た沖縄行がこの　いたら「あんた達は何処の大学です」　飯京で炊いて大歓迎してくれ・小々而

春休みにやっと実現した。現地では地　ときた。すかさず「信州大学です」と　くらった。大変話好きの康族で夜灘く

翻と足，目と耳で書物等に載ってない答えるとオジさん少し首を傾げ「公立まで話が弾んだ・このオパさんの忠の

ものをも吸収してやろうと出発前に早　かね，私立かね」と問うた。「国立で小学1年の男の子に氾念にと10円「1鞭

くも心は沖縄へ飛んでいた。色とりどすが…」と返事すると多少i漫情を変えあげたところ，大変懲んでかわりに5

りのテ＿プや紙吹雲の中，さながら世て，眼鏡を掛け・傍の電話帳を乎にし　セント蕊をくれるという白そんな心算

堺旅行にでも出捌ける様な雰囲気の内ながら「安い宿を世話してあげよう」　ではなかったのだが…。翌朝出発する

に神戸の岸壁を離れて，丁度2日。那　と言って電話を｛韮｝け始めた。こんなご　擁寺・昼の弁当と砂糖菜子それに即e脚位

覇に到着した。税関の手続は聞いてい　となら最初から名前を言えば良かったの長さに切った砂糖キビ数木制’与・レご

たより簡単に済んだ。着いたその日は　と友人と苦笑した。それにしても寮で行きなさいと齎う。木9iに恐縮してし

早速地図を牌醐澗の市内見物をす琉姓と話が出勅かったのレ蛾念でまった謂己念にと畷を暇勾：パG

ることにした。　　　，．　あった．醗前から楽しみにしていた丁重に礼糖って別れ紺1｝げた。それ

一沖縄の蜘，那鰯＿　　　のだが…。　　　　　　にしても来沖以酬いものばカ・りで虫

　この町はいやに白っぽい町だ。これ畔1部戦跡の印象一　　　歯にならないかと心配だ・

が第1印象。白い地而に白い壁，白い　　那覇の南約20㎞，木島の最南立嵩の太　　一家の様子一

ビル，空まで薄曇で白っぽい＿。町の平洋戦争の激戦地マブニまで那覇から　　中，南部地方の家の造りは全て耐風

申央に「国際通り」というメインスト歩いて行った。この附近は地形が変わ構造で屋根ガワラは部熈い漆喰でおお

リ＿トがある。通りの両側は輸入品，　る程，徹底的に攻撃を受け，一面が焦われ・窓枠も太く・松材が一番良いら

例えば時計，ウイスキ＿等の商級品を　土と化したという。地元の人はこれを　しい。それに家の廻りを石の塀で囲ん

ズラリと並べた商店が轍であり咲「鉄の台風」と呼んでいる。現在はそでいる・だが最近は駆とブ両嬬

語や日本語の宜伝広告路ゆく人や車丈の面影もなく，唯，幾つかの慰霊塔が　りの家が増えつつあるようだ。北部に

字通り国籍不明の街といった感じ。高当時を物語っているだけだ。有名な姫は昔ながらの茅却室根の家が残ってい

級晶は確かに安いようだが，日用晶は百合の塔，白梅の塔，健児の塔ひ魂幅　る部落もあった。南部・北部とも共通

太土より3割以上高いようだ。沖縄一　の塔，島守の塔等々。しかしこの地も　して庭には芝生・バナナ・パパイアの

の都会といって縞いビルは政府のピ．他にありがちな典魏的な観光地化して木が植えられており・蹴でレぱこも

ル位で他は殆んど平屋か，繊・ぜい3おり，附近にはお土勧c並び，大声で養豚が盛んである・それもそのはず・

］4階まで，平坦な感じの町だ。だが客寄せをしている店も見受けられる。　琉球料理は豚肉の料理と言っても過雷

目に染む様な木々の緑が印象的だ。　　又驚いたことに前衛彫刻を思わせる各　でない位豚肉が良く使われる。「足て

　一琉大でのこと一　　　　　　　　県別の塔も数十建っており，今工事申びち」「中味」…我冷もよく食ぺた。

　那覇の郊外の小高い丘の上，その昔のものも見られた。相当金も掛けられ少々抽っこいが大変美味いものだ。

首里城があった跡に琉球大学がある。　ているのであろう。皆立派な派手なも　　　パイナップルと砂糖キビー

唯一の官立の大学である。当地では政のだ。しかし立派な慰霊塔の建立も結　　この二つが沖縄の主要農産物である

府立と言っている様だ。これがまた，　構なことであるが，何か各県で覇を争水田もあることはあるが珍しい位だ。

どこかの官庁街を思わせるたたずまい　っているかの様な感じを受け，余り良南部では畑という畑は全て砂糖キビば

で整然とビル（校舎）が並び，それらb・印象は受けなかった。いわゆる観光かり・丁度収獲期でどの畑嫁蹴動

の間の通路の両側には青々としたソテ地の名所にということなら，わからな員で忙しそうにカマを振っていた。最

ツ，ビロー樹が植えられ，いかにも南』いでもないが…。　　　　　　　　　．近はめったにハブは出ないらしい。途

国の学園らしい様相を是している。今　　一勝連村での恐縮一　　　　　　　中1，．2本砂糖キビを分けてもらって

は春休みで学生は余り居ない様であっ　　数日後，勝連という村で「この辺｝こ　かじってみたが皮をむくのに一苦労Φ
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≧漂㌶⊇舘艦よ耐描1霧㌶＝蕊：麗
鞠こ止めた・酬畷に峻味・・も浅關山臥道勤立ち，刊1の謙立剛心ゆく扶鯉を蜘落した
のだと思・醐憶があ・たのだが…・にアユ鋤鎚ぶ．蝸の夏の酬のとか。

段と北上するにつれ吐の餉白い景㈱昔も今踏らないが，人と徹躍県離鮪硫センタ吐畦
働跡茶胱色となり・砂糖キビ畑みは蹴踏。て行く。　　部の開股上田の網礫所に働く人達

蹴り・パイ珊が多硯ら2備融上団搬所眺鵬，1掲綱の勘が躁曝礎的酬6糎眺つけるよ
なった・盛んな所ではILI禰・ピ・シであるが，この程綱暦が完成，こうにと数醐から市内鷹匠町公鎖内

リと繍されている議念ながら今はの8月より綱を開撤る．新了1了暦に却酬蝶蝉力・設盤れてから

酬外れで実・・て・・るの｝・鵬れなかは総工費4酬，岨6階訓下2階すで・・3回，300人確了生を送り肌

った・が・鰍醐蜘・入・たのをのモダ・な蜘で即の代表順ビ，レて粧が，その聯B｝緬での限界にず

くれたので・これで獺した・川と匹つになるであろう。　　。と幡されて来た．そ。で酬蹴

7肺醐だそうだ・、，　　上田醐局が蹄剛へ繍しデ、の剛市に榔のある鯨i等酬センタ

ニ劉⑳の欄一　　は旧1田蠣するが，麟谷疏髄と一の蜘と婿よう卿し，・れ纏
V中縄に蹴恥という嘉乎触蹴に岡∫蜘目裂館が，上臓鞠あとに肌たもので，蜘醐獅淋馴

地醐め塙内剛師以上の籾施麟酬剛がたてられる鰍である内に置かれ7別Elよ峡綱月細
設端在するとか・この辮嬢付｝ナま娠醐縣にな。ていた上日糊楠まで6日，轍5麟から3醐ずつ

るかの櫛秘所匪ダード弘・ア・棚在酬が進められており諦担繰を徹う．継は継機騨徽
ンテナ等が林の如く立ち並び大小のジ局では44年度には隣接してバスターミ室を使い，舗座内容は機械工学コ＿ス

・・珊がひっ「きりなしに趾を飛びナルを作翻画のようである。　支臓醗鷹己氏細師は柳沢鞘
交う・それも殆砧迷絶を施して・・小県・塩田町の澱法人本州培（長はじめ臥である．なお鯨金は1，

る・鶏内至研軍鵬蹴綱隆尾形鯖理報）で購酬部の第二821，000円鯛，県および地瑚C業所
り齢酬装され・小さな飛醐なら非閲工事と好鰍の齢が完成，鵠力・紛のげつ鯛する。

離緬も峡そうな位である・カ・軍に7月1盛大に繊式が行牙。れた。　馴蝉繍員の当本学部から

醐縣のな剛方道は凸凹で・たま上田市医師会では，上田市鵬で世｝ま細小泉醐搬が選ばれた．任期

にしか通らな嘩がモウモウと砂煙を界で最初に人エガン細泡の酬｝誠功は今年7川日から2輔．もう、陥

巻上げて走り去る。訓練地の傍を通る　した故山極勝三郎博士し功績をひろぐの本学部からの評識員は田口亮平教授

と遠くか嚇声が聞え・噺脇・立ち世間に知。てもらおうと，上田鋼内蹄年より任期碑で在任中で・ある。

のぼり・’不気昧だ。兵士を満載した軍の碑の隣りに胸像を建立することにき　　学内人事　42年4月16日付発令

用トラックの行列が昼間なのにヘッド　め，このほど彫刻家清水多嘉示氏に製馬場克彦助手に採用（繊維機械学科）

ライトをつけ，我々を追越していく。　作を依頼した。　　　　　　　　　　　文部省内地研究翼　林貞男舗師は5

真鐘鑑麟㌫㌶撒薗鍵鱗難鷲こrより1°ケ綱坂⌒工学
であろう。中には我々に手を振る者も　強い日ざしの下で繊維工業化学科の　　共同研究員　平林潔助手は5月］日

いる。ベトナム行きも間近いのかも知建物は着々と工事が進みすでに4階の　より3ケ月間大阪大学蛋白質研究所へ

れない。北部地方にはゲリラ戦訓練地コンクリート打ちが行なわれている。　　文部省在外研究員’後藤春男教授6

というのがあり・模擬ベトナム部落・　本館前の樹木も］部植え変えられ，広月1同より1年間米国ユタ大学へ。

酬鮒の臓嶋槻られた．人影く端のよ・・環醐なi。た．7月11日篠原卿教授9月26目より1綱英国

は見当らなかったがどこからか監視し　より夏休みに入り9月までは諦義がな　リーズ大学へ。

ているかも知れない。又，中南部の基いので学生の姿は少ないが，各研究室　　各科就職状況　7月初旬での内定者

地の広場にはジープ・トラック・装甲　は教職員以下大学院生や卒業論文作成数，（）内は就職希望者数

醐斬狭しと並べられている・申に7中の4鮭で灘｝剛いてし1る．　繍膿学科蝉院2（2）学部16（24）

縄｝嘩地が在るので肱く・基地の中醐泉に遊ぷ6月1日の信州蝉繊ホ紅学科〃．1（2）ダ26（41）
に沖縄が存在すると言った方が・ピッ　閉学記念日は例年のように学部共済係繊維工業化学科〃　　4（7）〃17（33）

タリする位の感じさえ受ける。　　　　と教職員組合の共催で多数の教職員が繊維機械学科　〃　F1㈲〃22（46）・

　　　‘　　　　　　・　　　　　　診加して葛温泉への日帰りバス旅行を繊維化学工学科〃学年進行中〃23（38）
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支会だより㌶燃竺難芸曇鐘鷺鷲㌶欝：嶽

　　千曲会三丹支会総会開催　　　応援歌を歌い上田名物のパッパ・団長た事を感謝致します。筒総会出席者は

　　期日　昭和42年4月2日（日）　　拍子その他各科の名物拍子が出て各人別紙名簿の出の通りであります。

　　　　午後1時　　　　　　　　先輩も後輩も過ぎし日の上田の学生時　　昭和42年度支会役員は次の通りであ

　　場所　綾部市，萬家　　　　　　　代に思をはせていた。最後に校歌を斉　りますも

　千曲会三丹支会の定期総会を桜も散唱し細川前支会長の音頭で母校・千曲　支会長高橋　　英（糸　2D再選

り葉桜の4月2日に本部より石川博先会・三丹支会の発展を期して万歳を三　　幹事長　石塚　敏夫（糸　35）　〃

生をお迎えして綾部の萬家に於いて開唱して散会した。　　　　（若山記）　幹　事野本　昭三（糸　37）新任

竃㌶嘘欝㌶ll燃　神奈川支会報告　蕊購麟㌻
たもので会員19名が参会し盛大に総会　　天候不順が続いた4月でありました　　会員移動等の支会連絡先は幹事長石

は開会された。会議は細川支会長の挨が・支会総会開催日の4月22日は幸い塚敏夫に御願い致します。

拶に始まり続いて昭和41年度千曲会総　にも天候に恵れて・湘南片瀬海岸の向　（連絡先）横浜市中区北仲通り5の57

会の報告があり次に石川先生の挨拶と　洋荘に於て・東部より荻原先生・母校帝蚕ビル内　日本生糸販売農協連内

母校及び千曲会の現況報告があった。　より隅田先生支会会員は50名余の多数石塚敏夫

2された。　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　膠e　　　　　　　　　はもちあがるのであるが，いざとなる

　　支会長森　力男（糸27）　宴＾’－’ぽ“…’　“　　’　と話だけに終って，その実現をみるこ

　　副支会長　平坂　忠男（学糸2）　・　　・　　∵｝　　べ　　　　　　とはできないでおった，幸いこのたび

　　幹事長　渡辺敬一・郎（糸　30）　　　　　　’　　　　　　　　　　　の千曲会理事会で小林（運），井沢，

　　幹　　事　岩佐　隆次（糸　29）　　鑛1購懸》歴灘麟雛㌘轍蘂’灘　　　　小林（碕）の三人が顔をあわせた時，

　　幹　　事　室賀　明義（学蚕4）　参加を得て開催されました。総会は例　同期会の話が出て勝手ではあったが取

　　幹　　事　疋田　　滋（学糸9）　の如く・会計報告，役員の改選，続い　あえず5月20日軽井沢のニュ＿ホシノ

　　事務局　若山　行正（学化1D　て荻原・隅田両先生より・それぞれ本温泉に集まろうと云うことに決めて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　会及び母校の移り行く状況の御報告がその労を星野拓弘兄に依頼したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　あり，一同江の島を眼下にみる庭園で万事てはずを運んでくれ，今回は佐藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　記念写真をとり・懇親会に移り・社会　（利），蒲生，小沢丘（現警察大学教

　　　　　　　　　　　　　　　　　的の家庭である・母校生活に花を咲か授）の旧師，製糸教婦茨木こう四人の

　　　　　　　　　　　　　　　　　せ八時過ぎ盛会裡に終了致しました。　先生をお迎えして盛大に同期会を催す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本支会は特に製糸第1回卒の伊藤競　ことができた。写真にあるような面々

　　　　　　　　　　、、，　　。，謬，，氏（毎回出席）第3回卒の水野健吉氏が集った・写真におさまっているよう

　役員改選後一同記念撮影を行い寄せせず帰校されましたのでありますが，大部容貌もかわっており判断に迷う者

書に筆を取った。つづいて懇親会に移御多用中のところを御出席下さいまし　もあったが，云われてよく見るとやは
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り3帰の魂融でものように何処か数の参加を願いたいものである．衡己鵡（醐膝繰繍会瓢譜述
に面影が勒思咄されてくる⑭でながら地元星醐弘氏に色の面で大家）池田正三氏（上田千曲高等学校長）

ある。当日誰が集って来る．のかわから変お世話になったことを感謝申し上げ田q玲（上田市議会議員）の3氏を推

ないままに群騒糸搬杉岨の車吾こる・・、　　　（小欄）薦すること決定した．（2陰酬金につ

蕊㌫；三㌶撒議激励会開催；灘蕊震㌶㌶；：
のであるか初めは一離わからず前そ麦5月13rl刊1会館にお・・吐4・難｝・」・・て160名の会員から系内入を徽

して同じ室に入・てみて思咄される酬母袋忠舗剛職会獺紅び上本鞭も職卿位に又鍋別｝こ鍛集
状態で金く棚の融だ・た・糠以田・w齢瓢の田・耽剛通拡f嗣市金勧を入洞ことに決定した。

麗蕊㌶驚㌶㍍ご㌶葉蕊也㌶題：本吾∬だより

蕊巖璽≧漂繋ξ㌶麟舗裁湯軸会理辮催
ても那・バス等剛・’あ・て瞭し川裁（蚕Dご酬を翻尺測醐問棚2肝曲会微おいて卿鍵
てもわからずじまいに過ごしてしまうご案内で靴・絵に鵬たので剤開胞た1・U聯｝ま小椰姻糠珊

だろうと棚ながらつくづ燃じた次の三襯働鍵ご棚ξいただ・・た．唖鞠卿・」蔓鋤・・卿、噺川1

姫ある・当欣蹄喧く｝ま雌関珍猷矧1に珊・括殊幡山獅囎・隙陸開餓拶，1燃酬聡務

軌噸絃　ぷ跳麟：曝芦灘㌶のとお・であか
係であることに驚いた・お互に蹴貰に即肚田酬構轍長）躰鷹（・）酬蝉螂｝ま酬培灘鍬の

こ灘脚’たい・18時過ぎ腿の頬副鍛（長野県蓼科高等学校長）酬馴斡繊｝莫1螺融幽のもとに

が揃噺装な・た広間で懇網こ入・水滉・半田灘汕撒r台，噸鰍鎖酬酬・・1醐細醐辮
た・杉岨のはからいで酬の2刻生郎・購糊江藤銅酪輝パ旋肪びに会員の㈱における士也壷
が会に加わわ・て花を漱ていただヤ・部から田曜杵曲会副理鞭および頒定向」綱ト冨酬盛舗。

たので三駐彩を増しぱと鯛兄に関牒、・納善舗理事で，「疏醐（2）厚蜘の繊は糠協塙学科毎

感R紳し上げる・会ははつむにつれ劇煉信酬踏確韻鏑イ俄の件に蛸遡1事陥よりなり，酬どし

能の蜘眠を芸酬長に推挙し酉｛‘う総灘のさ剛別ξ袴齢酬くことて酬培灘学葦絡学科主髄推

ほど酪自噸の腕前を罐しあ…醐は朋牡欄作成，絵は朋、挙する．支会醐綱ピ委館願，1と
叉懇融時の過ぎ御も．忘蝉竺ヒ納～12肋間に催すこと1・瀧した。．して支領・れに批る．飢鎖

㍑難慧當1，」ご三上小支撒会開く　㌶已委員を嶋るご・

錯頭の万才で隙継に引あげた・7月8吐岐鍋事鑓酬会館（3）馳搬酬を繍し弔生部虻1
あく醐輪すがす別い軽荊ミ高原において酬した・池田從F支会蹄卿は馳部酬ならびに母鰍員

の空気を呼酬い浅間の噴酔眺め下九創晒一賑長，納彦保鱒の協噛網，学科別鵬銀の就
ながら小鳥順声を幽し噺食につ瓦久保昧・島鰍助・宮本聡一，職轍酬る．支会酬轍魏は
き次回にもお互に離でニ…ホシ・小林爾一・剛博調麟泊井難支会の’吊鞭搬し必要な励を行
においての再会を約束して各自おもい出席し，（1）上小支会就職斡旋委員の推　，なう。，

おもい轍会した・間次匝1にはより多薦については池破会長の外1・猪疏（蠣螂獺銚必酌・応じ離嚇
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報を麺して村業の円糎期する肖箆川支鎚　　　市瀬鵡　亡の場合弔辞・蹴翻燈3・00

　ものとする。，　　　　　　　　　　　岐阜支会長　　　　　　　川久保元　　’0円を贈る。

く5）鰍斡旋の経費（主として力繊）は三鼓銀一　　鈴柾悟5・ユ渕也糊ゆ場酬常伯ll鰯会
　暫定的には特別活動資金をあてる。　　愛知支会長　　　　　　　小山田峻　　’において決定する。

　旅費は千曲会旅費内規に準じ厚生部　　静岡支会長　　　　　　山田良人　　6・ド会員長期にわた翻骸〔・職務に

　長が決定する。　　　　　　　　　　近畿支会長　　　　　　磯部英一　　よる認轍の見郷にっいては常任力1！事

揮生部委員　　　　　　京蹴銭　　　宮沢11111会において灘する・
駐澱杣会副蝦即亮平兵庫支銭　　　株鰍（3）蹴獺齢いて

　厚生部担当　　　理事笠原1E己　三丹支会長　　　　　　森　力雄　　定款第28条通常総会の開催11月を変

　繊維農学科担当　　理事　囚　博夫　　山｜腸支会長　．　　　江野村一雄匝して5月にするか又脚田次第37条の

　繊維工学科担当　　理事小林爾一　　山陰支会長　　　　　　黒岩　覚会計年度の現行4月｜日に始主り翌年

繊紅業化学科担当卿北条金証衛波銀　　　林邦治3ノ弓31日に綿とあ硫10川1ぽ始
繊維機械学科担当幽：篠原日1］敵岐鑓　　　窪田盛剖翌剛ヨ301糀織は改胴弓5か
繊維化学工学科脳醐松沢秀二酬支銭　　　緒蹄之助いつれカ“に瓢しなけオ・鮒畑幻1人の

埠生部顧問　　　・　　　　　　　　愛媛支会長　　　　　　工藤見吉事業報告上都合力三わるいので惜識の結

　綱麟継鰍授LLI　P鰍郎北九州支領　　　小山祖光果定款獅細’蜥醐を10月1眠
　繊維工学科主働授　荻購シ台熊救氣　　　減朋始まり鵬9戊］30眺蹴と鯉する
　繊維工業化学科主任教授鋼源イ乍齢披鍛　　　棚茂ことに決定し本秋の緻に蹴として

　繊維蹴学継鰍授高椿良∬蹴蹴銭　　　中山鶴拙に離した謙湖脚定款醐
　繊維化学工学科主任教授　黒岩茂隆㈲千曲会麗弔内規については次のとお和15年認可されたもので必嬰に応じi変

支会馴酬旋翻　　　　　蛾定した・　　　　更改正してきたが，服酬時泉絵開
　北海道支会長　　　　　　勝野戚哉　　千曲会慶弔内規　　　　　　　　　　催の決定条項等改正すべき点があるの

　北殿会長　　　和田敦この内規蛤員躍助員ならびに会で常酬事銚おいて聯す紋とに
　宮城支会長　　　　　　　凍家明秀員以外のものでは母校，本会に特別の決定した゜

　山形支会長　　　　　　架原　輩功績のあったものの慶弔に対して行う　財団法人上田繊維科学振興会

　福島支会長　　　　　　、原田種亀　ものである。本人，叉は支会ならびに

纈支銭　　　噸評関傭噸瀦の優弔蜘。本部幽　D研究助頗員開｛崔
　栃木支会長　　　　　　　高橋氾一絡し時期を失しないこと，連絡のない　　5月25日研究助成委員会開催，会田

　群馬支会長　　　　　　岸　勝弥場合は内規を適用しないことがある。　理事長，北条副理事長および研究助成

　埼玉支会長　　　　　　　武田一好（1）慶　事　　　　　　　　　　　　　委員田口亮平，山崎寿，坂口育三，松

　ド’午葉支会長　　　　　　　　大沢宝市　　1．　外遊留学等の場合祝電叉は祝詞　沢秀二，飯塚英策の各氏委員が出席し

　東京支会長　　　　　　　小林運美　　　を贈る。　　　　　　　　　　　　研究交付申請書について審査し，次の

　神奈川支会長　　　　　高橋　英　　2．学界，業界の代表として海外出研究課題について助成することに決定

　，越佐支会長　　　　　　秋山利夫　　張視察の場合は祝電ならびに餓別した。

　富山支会長　　　　　長谷川敏文　　1，000円贈る。　　　　　　　　　○箆麻蚕糸の染色加工に関する研究

　石川支会長　　　　　　　新野武雄　　3．特に本会に功績のある会員等の　　」　　　　　　　　　情水　　滉

　　福井支会長　　　　　　森　剛夫　　慶事については常任理事会におい　　O胚子の発育機構に関する研究

　　山梨支会長　　　　　　　鶴田定平　　　て決定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武井　隆三

　　北佐久支会長　　　　　’大山　融（2）弔　事　　　　　　　　　　　　　　○蚕卵の光沢に関する研究

　，南佐久支会長　　　　　　阿部丈夫　　1．死亡の場合弔電叉は弔慰文を贈　　　　　　　　　　　　滝沢　達夫

　　更埴支会長　　　　　　　宮入　保　　　る。　　　　　　　　　　　　　　○セリシンに関する化学的研究

　　上小支会長　　　　　　　池田俊郎　　2．会費20回以上納入会員死亡の場　　　　　　　　　　　　小松　計一

　　高水支会長　　　　　　永井真吉　　合は弔電，香典1，000円を贈る。　　O有機化合物の立体構造におよぼす

　　北信支会長　　　　　　　荒井　猛　　3．本会役員死亡の場合弔辞および　　　キレート反応の影響について

　　安筑支会長　　　　　　　永井千治　　　香典2，000円を贈るむ　　　　　　　　　（特に単糖類について）伊藤　博夫

　　諏訪支会長　　　　　　　小松忠幸　　4．本会に特に功績のあった会員死　　○家蚕の中腸型多角休病の変異系
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⌒二　二～ふ　…煤花享芸㌫薗彙繊艘鰹篇蹴㌫婁…’・一～…

　　下記のよっに開催される。　　　　　　　　　　　　　特別舗6il4～15時25分

1蕊二灘撫1竃誓第麟難饗一・ヒ久
｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古村典雄　　　　　錯塩化学の発展の一断面

　　　・仮榊繭徽・㌫〈一≡－s小山
　　㈱　　　蝸搬順・撫鶴後嚇雄・羽跡二醐．酬蔽員の撚について次の18
0高分酬液の蹴峰性に関する夫・久臓彦・端栄一山嚇酪名の細・灘した＿醐夫ぷ野
聯　　　剛和男疏名脇議鏑↓・（・）卿・脚の選村一雄，荻蹴治次嚇彦ぷ搬

　　2）振興会麟会　竺について選綴によ・て次の舐臨小林三郎・後継雄・卿育三，
　　　　　　。．　　　　が灘された・卿（14名）会田原作鵬飾・土蹴一良隈麟一，鵬

5月25日∠F・1°暇り酬酬著・・お・瞭縦・田嘔平，小林爾一，枇爾和夫，繍i蜘，’勘虎博，略繍

朧菖麟；㌫遮灌：；1「1菌麟‘慧1肖：二三嬬罵灘；
歳出決算につ噸類を精継監酬矛・，加搬・鵬南順．緯（刷重薦浩を酬会継醐する。と。
本財産の保管状況を踏し適正である名）小泉所沖島通，竹内善乱（2）昭

ことを承認無事終了した。　　　　　和42年度事業について，会田理事長か　　6）振興会理事変更登記完了

　　　3臓会醗開催㌶驚㌫ご膿㌶会㌶㌶鷲灘菖｝i
5三25日鰯5：会を開催・翻鵬長開雌9月28日から3日間咋イヒ鞍月31畷剛方法鯛上畦厭登§己

北馴麟長並に理細席協蹴卿ま東海関東，近畿の三支部合同上田大完了した。

①昭和41年度歳入歳出決算について原会開催も別掲のように開催決定の報告

案承認。②第6回研究助成事業につい　があった。

ては研究助成i委員会において決定した　　　　’

酬について研鋤成することに決定　5）振興会鱒会開催

した。③学会講演会開催にっいて9月　　7月27日千曲会館に於て理事会を開

28日から調聞躰化学会東海瀾東催した。蠕は顧問柳沢学音限，会田

近畿三支部合同上田大会が開催され別理事長，北条副理事長並びに理事8名

紙掲載のように研究発表・特別§繊会及び搬監事3名が踊した．臓事

が開催されるので規定によって本会か項はσ）理事長，副理事長および常務理

ら1酬助することに瀧した・　事の互選については7肋日の評韻

　　4）振興会評纐会開催　会において選任され鯉事（14名）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　互選の結果，理事長（1名），副理事

7加聯2会髄において舗員長（1名），常醐事（5名）は次の
会が開催された・出席は会田鱒長・各氏に瀧した．理報会田源作，副

北条副理報ならび瞬議醐園青治聴蹴締正冷務塒田。亮平，

手打そば

かしの木

上田市常入

（信大前）
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林清市蛛Gに再選；；蕊ご：　　 蝸w㌻1。，

　5月26日開催の岡谷商工会識所議員　　　菅平部分林管理調査予定　　　なったので6月7日および6月14日両

総会で任期満了にともなう役員改選の　　1940年記念植林菅平部分林（面積28．日竹内，田中・白井の三鯉］h：，小山・

結果，会頭に林消市氏が再選された・　585ηのの唐松は順調に成長しているが池1ヨil両氏日］張して周囲・蜜内を荊掃し

任那2年・酬市会醐糸19回z鶴すでに27年の年舵経過して・・るのでて1糖酬完了した・

申央鰍マルヤ棚鰍式会社髄場所によ。て曙生し臓を瀕とすなお緯は圏下利鰍洲・1碑より
商工会議所会題3期日である。　　　　るので，7月25日上田営林暑に打合せ利用会員が多い，1度利用するとおコ1：

　　笠原正巳氏上田商工　　をし来月2日営酬・本会・学部の担会員の施設として鍛く1撚なi蠣の

　　　　　会議所会頭に再任　　　当員が現地菅平部分林∂罰査をすること憩いの場として好評である。せいぜい

踊工会三⌒㌘の識貝蹴した゜　　ご瓢蒜1卿円，，人舳
㌶㌶鵬ぽ1こ㌶：猪坂蛭著鞠曽00烈・泊50・・1．1人1i…600円
氏酬5臓元上嚇会噸長，酬談役醐・・叫濠・・雄1泊は轍竺竺ll巾でき利用

　　長野県公安委員会委員　　　　著1冊を午曲会に寄贈された。猪坂氏須佐工業KKから鍵を受取ウてご利用

　　　に笠原正巳氏選任さる　　　の厚意に感謝し，歴史研究に興味ある下さい。利用後は火気に注意し・刷日ミ

　7加瞠原正巳氏醸酬公鍛人ぽ跳蹴のある会員噛架｝ヒ加聯りをして蹴禦ひ1識波し下さ

員会委員に選任された。任期は3年で　えられることおすすめします。　　　　い。

一養蚕工場の誕生・〃

機械化養蚕への出発・〃

弊社が既に完成実用化した自動飼育機械

・壮蚕用自動飼育装置
半自動式……1人10箱担当，協業経営用

自動給桑機→蚕座まで，一連のコンバイン方式

・稚蚕用簡易給桑機
従来の箔飼い，箱飼いの給桑薗動化

・自動調桑機（壮蚕条桑用）　　　　　　　　愛媛県広見町養蚕農協体年3月設置）

　　　桑葉もぎ取り式太条部除去　　　　　　信大繊維学部，農林省全養連，各県蚕莱試験場の

．自動大型改酬繊　　　　ご欄とこ綴醐わ・ております・

．その灘㌶凝織注を．e信光技蕊蕊熟
致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL上田⑥0288
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　　　　　　　　　　　　　　上田撒科学罐会賞候榊繍ご纐一　「一…「

ll：灘雛i顯1藷i難1縫織欝曇il羅翻

　　　　　会員動静　　。醐（金沢市大和町日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　　一正　学紡11（S38）凍　京　蛇の園ミシン技術

矢島行雄紡13（S9）愛知蝿綱KK工場　　研獅（鯨都堀醐問町1606）
　　長（愛知県海部郡立田村’）㈹神肺垂水区歌敷　伊藤佼二学綱（s41）愛知愛知↓・語立起工業　…　

　　山4－4－3　　　　　　　　　等轍㈹酬畏半肺銀座本晒一6
小沢利雄紡14（S10）1⊥1梨1⊥1梨鞭蝉　　小林訓1イヒ1（S17）埼臼抽．、ド〃K、｛
　　　㈹甲輸上今井町2327　　　　　　大宮瑚長兼セーター製造臓（大宮市吉敷町）

・i・屋勉紡15（SID群馬働工　・　業蹴学　樹4糠化1（S17）三重松坂継K松虹
　　校（1剛崎了聯ロ汀6物D（住）醐肺賠田丁乍　　鍵常務取搬㈹松螂大。田由09

　　12－5　　　　　　　　　渡辺博化2（S18）近畿富士繊KK化合
柳沢坪紡16（S｜2）京滋都酬淘‖KK石山　　繊鱗部（大1肺躯平鋼5叶大阪ガスビル北
　　工場取締役工場長（大津市1情嵐2－8－1　　　　　　　　館8号）　（住）大阪府箕面市桜井1－6－10

ノ株紅紡19（Sl5）近畿正和合繊聯KK　伊藤馴化3（S30）京滋京都磁灘培
　　　（八尾了腺町3の60㈹大束献字1蜘518の3　工芸学部（京者肺左躯松酬働f灘町）（住）
　　緑ケ丘団地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府枚方町禁野本町2の11枚方公務員住宅1537

」・島訓志紡20（S16）群馬中」ll麟KK（高　菊川武化3（S30）近畿鮮。一。決阪
　　・1｜肺胱町D（住）高1・柿見沢町醐中1092の1　事務所生麟理部㈲大阪府高齢古曾綱1一
望月　英明　紡　23（S19）近　畿　大和紡績KK紡織　　　　］1－12東洋レーヨンアパ｛ト134号

　　部（大阪噸区敵太郎町4丁目25コ1　　　北村稔靴13・大学院2（s42）京滋
林文彦紡25（S2D近畿日立ビ・レデ・ング　　鐘淵纐K醍浜噛（住）長浜市鋤馴酬
　　サービスKK大阪ユニ業所工事課（大阪市北区梅ケ枝　　　　鐘紡長i浜工場第1友愛i寮

　　町16斗宇治電ピル的（住）大阪市吹田市干里山5一　　長崎　健雄　学化15（S42）福　島　爾志学園高等学校

　　3虹ケ丘5－303　　、　，　　　　　　　　　　　　（福島県郡山市大槻町）

改正・猛紡26（S22）近畿大阪縮獅柳川　躰三六郎蚕10（Tl2煉京鯨搬跡坂6
　　町2－2－13　　　、　　　　　　　　　　　　丁目2番13－506

灘醗民紡27（S23）愛知財団法人響硫　大沢宝市劇6（S4）千葉日本培生紅学
　　査協会中部検査所（名古屋市申区丸の内15－1）　　　　　部講師生産実習センター主任（千葉県習志野市大久

笠原一郎紡28（S24）近畿鮮聯KK綱　　保町4三521
　　工場（大阪府泉北郡忠岡剛173）　　　　加藤籠蚕19（S7）茨城蹴県立繊第＿
上原　光雄　学紡1（S28）東　東　京京都板橋区淑徳　　　　高等学校長（結城市）

　　小学校　　・・　　　　　竹内博雄副9（S7）茨城鋤立噛酬学
西山勇学胸IS3D石川大和㈱KK金沢　　校長（茨棚噛郡噛町）


